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ABSTRACT

The purporse of this report is to compare the relations among parental psy-

chological factors concerning with child-rearing and efficacy feeling of children in

Japanese and Korean parent-child relation. The psychological factors were parental

belief system, perception of family environment, attitude toward child-rearing and

locus of control. Belief system, cohesiveness of family and expresson of emotional

feelings differently assessed between Japanese and Korean. Korean mother attached

importance to discipline and not to child centered rearing. Perception of family

environment by child showed strong correlation with efficacy feeling, especially

cohesiveness of family. Korean daughter perceived the family environment like her
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mother. There results suggested the difference of belief, attitude, efficacy feeling, and

parent-child relation between Japan and Korea.

問題●目的

松田・鈴木(1988)は,家族環境のなかでの発達という視点から,子どもの効力感の発

達と,親の養育態度,および家族関係(家族環境)との関連についての分析を行い,全体

的には不明確であったが,特に,子どもの家族環境の認知の在り方が,子どもの効力感の

在り方に関連することを見出だした。その結果をもとに,子どもの効力感に関連する親の

心理的要因間の関係の構造を図示した(松田･鈴木･富永, 1989)。そこで,3年生では母

親の信念の影響が強く,5年生になると,とくに男児に父親の影響が強いという知見が得

られた。

児童の効力感の発達については,松田・鈴木(1990)が,米国の結果と同様に,学年の

上昇とともに低下していくことを報告した。しかし,効力感の低下が,韓国の児童では見

出だせなかった(鈴木・姜・鈴木, 1991)。

そこで,本報告では,日本と韓国の間において,子育てに関する信念体系・家族環境の

認知について比較し,さらに松田・鈴木(1988)と同じ分析により,親の認知した家族環

境,養育態度と子どもの効力感,子どもの認知した家族環境の関連を比較し,親の信念体

系と効力感を取り巻く構造図(松田・鈴木・富永, 1989)をより確かなものにしていくこ

とを目的とする。

方法●手続き

韓国における調査

調査対象:釜山市ネソン国民学校,厳弓国民学校3年生~6年生(132名)。

サジク女子中学校1年生~3年生(117名)。

その母親と父親。

調査時期:1989年9月。

調査方法:学級において,担当教師が実施。

母親・父親には,担当教師より児童を通じて配布し,児童を通じて回収。

調査内容:母親・父親に対して:松田・鈴木(1989)の調査の韓国語版を作成。

家族の一般的特徴(母親のみ)。

家族環境について(9下位尺度,45項目)。

子育てに関する信念体系(11尺度,41項目)。

統制の所在(内的・外的 各9項目)。

児童生徒に対して:松田・鈴木(1989)の調査の韓国語版を作成。

効力感(鈴木・姜・鈴木(1991)に韓国語版を掲載)。

家族環境,親の養育態度。

日本における調査

松田・鈴木(1988),松田・鈴木・富永(1989),松田・鈴木(1990)に記載。
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Table 1 日本と韓国における母親の信念体系の評定平均・標準偏差

日本と韓国における父親の信念体系の評定平均・標準偏差

注 **P<｡01,*P<｡05。

結果●考察

1.親の信念体系の比較

母親の信念体系の評定平均と標準偏差をTable 1に,父親の信念体系の評定平均と標準

偏差Table 2に示す。評定値の取りうる得点の幅は,尺度1・2・3・11が5~20で,中

間値が12.5となる。残りの尺度4~10については,得点の幅は,3~12で,中間値は, 7.5

となる。評定平均値が,中間値よりも大きければ下位尺度の名の左側の傾向を示し,中間

値よりも低ければ,右側の傾向を示す。

尺度1の権威主義一民主的・平等主義の傾向は,日本も韓国も民主的ではあるが,韓国

のほうが民主的・平等的傾向は弱く,強いていえば韓国のほうが権威主義的となる。尺度

2については,日本の母親が子どもの自発性を尊重し,韓国の母親は「子どもというもの

は,外からいろいろ刺激を与えないと,学んでいこうとはしないものだ」「子どもは,放っ

ておかれると,無駄なことをして時間をつぶしているものだ」と信じている。この例にみ

るようにすべての尺度において,日本と韓国の差がみられた。さらに,子どもの学年の上

昇に伴って差が見られた尺度は3(子どもの教科重視一自己統制尊重)と9(遊び重視-

勉強重視)であり,母親は,日本においても韓国においても,子どもの学年が進むと,勉
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強を重視するようになる。これらの結果から,韓国の母親は,日本の母親よりも権威主義

的で,遊びや子どもの自発性を尊重するよりも,親による教化を重視し,勉強に駆り立て

る傾向が強い。父親についても同様の結果が得られた(Table 2)。

この日本と韓国の親の意識の違いを理解しやすくするため,金(1987)の調査結果の要

約(杉山･桜井, 1990)を引用する。「第一に重要なのは自己と他人との関係であって,親

しい人たちの私生活にまで自分が強く関与しようと意識が非常に高い。だから他人のこと

にすぐ口出しするのだが,自分のことに他人が口出しするのを非常に嫌う。こうした傾向

のもとになっているのは,韓国人の自己中心性であり,他人の状況にたいする客観的な認

識は甚だ弱い。そして韓国人の意識の深層には権威主義,利己性,無秩序意識等々が存在

している。またいろいろな特性は年齢および教育程度による差が大きく,育った地域の差

はそれほどおおきな条件とはなっていない。」

2。親の家族環境の認知の比較

母親・父親が認知した夫婦関係・家族環境の認知統制の所在の評定平均値と標準偏差を

Table 3に示す。尺度1~9までは,得点の幅が5~20で,中間値は12.5となる。尺度10･

11は,それぞれ9~36,中間値は, 22.5となる。その結果,日本と韓国の間で,母親・父

親ともに差が見られたものは,夫婦関係のうち,2夫婦の親和関係で,日本のほうが韓国

よりも夫婦の親和の程度は高いと認知し,4家族の凝集性も高いと評定している。統制の

所在では,韓国の親のほうが,11外的統制の傾向が強く,金(1987)の指摘による「韓国

人の自己中心的傾向と客観的認識の弱さ」と一致していると思われる。父親の評定では,

日本と韓国の間には,母親の場合よりも,差のある尺度が多く,日本の父親は,夫婦は相

談しあい,お互いの気持ちを理解しあっていると判断し,家族は,言いたいことが言える

雰囲気で,知的・文化的活動さらには,社会的・娯楽的活動をよく行なっていると思って

いる。これらの結果から想像される夫婦・家庭の一做的イメージは,日本のほうが,夫婦

平等・対等の傾向が強く,子ども中心の家庭で,家族の凝集性を常に気に掛けている親の

Table 3 日本と韓国における「夫婦関係」・親の「家族環境」の認知・「統制の所在」の比較
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Table 4 家族環境にっいての子どもの認知と親の認知の関係(韓国)
(数字は偏差積率相関係数,小数点は省略)

3。親の認知した家族環境と子どもの認知した家族環境との対応

親と子どもの家族環境の認知のあり方について,対応する項目のみについて,相関を求

め, Table 4に示した。松田･鈴木(1988)との比較を行なうため,5年生とその母親･父

親のみを分析の対象とした。

D韓国の親と子どもの対応

ここに示された結果は,男児と女児の間に大きな違いがみられる。男児の認知した家族

環境と親の認知した家族環境のうち,有意な正の相関がみられたのは,凝集性と感情表出

性のみで,母親・父親の認知した夫婦の調和関係と感情表出性とはいずれも負の相関がみ

られた。しかし,女児においては,母親と全般的に相関は高く,なかでも凝集性,感情表

出性などにおいて,かなり高い相関がみられ,家族環境の認知に関連性の高いことが注目

される。父親との関連においては,凝集性において高い相関がみられた。これらのことは,

児童期後期の子どもにおいて,特に女児において,実際の家族関係の様相がかなり的確に

把えられ,家族環境の認知が,親子関係の研究に重要な手がかりであることを示唆してい

る。

2)日本と韓国の比較

親と子どもの認知の相関については, Table 4 と松田･鈴木(1988)の結果(Table 7)と

比較すれば,その違いは一目瞭然である。日本では,わずかではあるが,女児と父親との

間に凝集性をはじめとして,親和関係についても,その判断の関連性が高いことが注目さ

れた。しかし,韓国では,女児と母親の間に強い関連がみられた。さらに,男児と母親の

関連は,日本では,凝集性と夫婦の調和関係において正の相関がみられた。韓国におい

ては,母親･父親の夫婦の調和関係と男児の凝集性の認知において,負の相関がみられた。

この違いは,今後の児童期・青年期の比較研究に新たな視点を提供することになろう。

4。子どもの認知した家族環境と効力感

1)韓国の結果

韓国の父母別に,親が自ら認知している家族環境と,子どもの効力感との相関を求めた

のが, Table 5およびTable 6である。父親の家族環境の認知と子どもの効力感の間に有
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Table 5 母親の認知した家族環境と子どもの効力感との関係(韓国)

(数字は偏差積率相関係数,小数点は省略, n = 79)

Table 6 父親の認知した家族環境と子どもの効力感との関係
(数字は偏差積率相関係做,小数点は省略,

- 90-

(韓国)

n = 79)

注 ¨P<｡01バP<｡05で有意。

意な相関を見出だすことはできなかったが,母親の認知した家族環境のうち凝集性・感情

表出性・社会化・構造化志向と認知的領域の効力感との間に相関がみられ,わずかではあ

るが,社会領域においても凝集性・感情表出性との間に相関がみられた。また,知的・文化

的志向と危機的場面での自己確信的行動に相関がみられた。ここでも,親と子どもの認知

の関連と同様に,家族環境の認知のうちに凝集性･感情表出性が重要な意味をもっている。

2)日本と韓国の比較

口本の結束は,松田･鈴木(1988)の結果(Table 3, Table 4)のように,母親の「社

会化･構造化志向」と社会領域の効力感の相関が報告されているが,韓国では,母親の認知

と認知的効力感に相関がみられたことは,注目すべき結果である。日本より韓国の母親の家

族のまとまりのほうが,子どもの効力感に与える影響が大きいことを示唆するものである。



日本と韓国における子育てに関する親の心理学的要因と子どもの効力感の関連の比較

Table 7 子どもの認知した親の養育態度と子どもの
(数字は偏差積率相

効力感との関係(韓国)
関係数,小数点は省略)

注¨P<｡01,'P<｡05で有意。

5.子どもの認知した親の養育態度と効力感

1)韓国の結果

子どものみを対象に両親の養育態度の評定と子どもの効力感の評定の相関を求め,男女

別にTable 7に示した。この結束,男児の認知的領域において,母親,父親ともにその「受

容的・子ども中心的」態度が,積極的・自己肯定的・内的統制傾向と有意な正の相関を示

し,消極的な効力感においても正の相関を示した。社会的領域においても受容的態度との

関連がみられた。女児においては,受容的態度と社会的領域の危機的場面のみで自己確信

的行動と正の相関がみられた。これらの結果から,子どもから「受容的で子ども中心的で

ある」と認知される親の養育態度が子どもの効力感と関連していることが示唆される。

2)日本と韓国の比較

日本と韓国の結果は,男児においては松田･鈴木(1988)の結果(Table 6)と比較する

までもなく,ほぼ同じ結果であるが,女児にっいては,日本と韓国の間に違いがみられた。

韓国のほうが,有意な相関のあらわれ方は少なく,明確なパターンは見出だし難い。

6。子どもの認知した家族環境と子どもの効力感

1)韓国の結果

子どもを対象に,家族環境の諸領域の中で,子どもの回答の得られそうな側面に限定し

て調査した。 Table 8 に結果を示したが,全般的には,親の認知の場合とは異なり,子ども

自身の家族環境の認知にあり方が,効力感と密接に関連していることが示された。男児・
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Table 8 子ども認知した家族環境と子どもの効力感との関係
(数字は偏差積率相関係数,小数点

(韓国)

は省略)

注 **P<.01,*P<.05で有意.

Table 9 子どもの効力感と親のLocus of Contro
(数字は偏差積率相関係数,

の関係(韓国)

十数点は省略)

注 ¨Pく｡01バP<｡05で有意。

女児ともに,凝集性がもっとも効力感と関連が強く,親の家族環境の認知と効力感の関連

の存在が,より確かなものとなった。

2)日本と韓国の比較

この結果は,松田・鈴木(1988)の結果と同様の結果で,これまでの結果を全体的に見

れば,「子どもの効力感と関連の強いものは,子どもの認知した親の養育態度よりも子ども

の家族環境の認知」であり,構造図の洗練にとって有効な知見と期待される。

7。親の自己自身のLocus of Control の認知と子どもの効力感

1)韓国の結果

親が自分白身のLocus of Control について評定した得点と,子どもの効力感の得点に

ついての相関を求めたところ, Table 9に示したように,全般的に低い相関係数が示され

た。しかし,男児の場合に父親のLocus of Control と社会的領域の危機的場面での効力

感とは有意な相関がみられた。これは,今後の調査の有効な手がかりとなるものであろう。

2)日本と韓国の比較

日本の結果は,全体的にみれば韓国の結果とほぼ同じものであったが,母親のLocus of

Controlと認知領域の効力感のみに有意な相関がみられた。韓国では,父親と社会的領域

効力感と負の相関がみられた。これらの結果を統一的に解釈するほどの明確な情報がない

ので,今後の調査研究に依らねばならない。
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ま と め

本報告の目的は,子育てに関する親の信念体系・家族環境の認知・統制の所在と子ども

の効力感・家族環境の認知・親の養育態度との関連を,日本と韓国の間で比較・分析する

ことである。これまでの報告において採用された分析と同じ分析を,韓国の小学校5年生

とその両親の回答に適用した。その結果,日本と韓国の親の信念体系は全面的に違いがみ

られ,さらに家族環境の認知においても,凝集性・感情表出性において差がみられ,韓国

の家庭は,日本よりも親の教化を重視し,子ども中心の傾向は弱い。また,これまでの知

見と同様に,子どもの家族環境の認知が,養育態度の認知よりも効力感と強く関連してお

り,なかでも凝集性の認知が重要な働きをしていることが示唆された。さらに,韓国の母一

女児においては,日本の場合より,家族環境の認知の関連が強く,また効力感との関連に

おいても,母親の影響が明らかとなった。これらの結束から,日本と韓国においての親の

信念体系と子どもの効力感の関連は,異なるものであると言っても過言ではない。

(平成3年9月17日受理)
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